
　
Ｙ
Ｅ
Ｓ
‘
8
9
を
体
験
し
だ
の
は
、
小

学
校
六
年
生
の
時
だ
っ
た
。
「
宇
宙

と
子
供
た
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
開
催
さ
れ
た
そ
の
博
覧
会
は
、
当

時
ま
だ
横
浜
に
越
し
て
き
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、
横
浜
の

イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
あ
ま
り
に
も

大
き
な
体
験
と
な
っ
た
。
「
こ
こ
は

す
ご
い
ま
ち
だ
」
と
、
単
純
に
、
だ

が
強
烈
に
そ
う
思
っ
た
。
私
に
と
っ

て
、
最
初
の
横
浜
の
記
憶
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
私
は
、
こ
の
み
な
と
み
ら

い
2
1
地
区
を
訪
れ
る
た
び
、
え
も
い

わ
れ
ぬ
「
わ
く
わ
く
感
」
に
襲
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
梅
干
し
を
見
る

と
唾
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
感
覚
だ
。

何
気
な
い
都
市
の
風
景
も
、
記
憶
と

結
び
つ
く
こ
と
で
、
大
き
な
力
を
持

つ
も
の
で
あ
る
。

　
あ
れ
か
ら
約
十
年
経
っ
た
現
在
、

み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
は
、
横
浜
の

顔
と
な
り
、
多
く
の
来
街
者
を
誇
る

ま
ち
へ
と
成
長
し
て
き
た
。
そ
の
み

な
と
み
ら
い
2
1
新
港
地
区
に
立
地
す

る
の
が
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
あ
る
。

明
治
期
に
建
設
さ
れ
た
こ
の
歴
史
的

建
造
物
を
保
存
・
活
用
す
る
の
が
、

私
の
所
属
す
る
担
当
の
仕
事
で
あ

る
。
近
代
的
な
建
物
が
建
ち
並
ぶ
み

な
と
み
ら
い
2
1
地
区
に
あ
っ
て
、
一

種
独
特
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

る
レ
ン
ガ
造
の
二
棟
の
倉
庫
は
、
構

造
補
強
や
外
壁
等
の
改
修
が
終
了

し
、
内
部
活
用
の
た
め
の
工
事
を
待

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
、
建
築
の
保
存
・
修
復

は
新
築
よ
り
は
る
か
に
難
し
く
、
コ

ス
ト
も
か
か
る
。
し
か
し
、
歴
史
的

な
建
築
や
そ
れ
ら
が
作
り
出
す
風
景

に
は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
、
人
々

の
記
憶
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
自

体
が
人
々
の
心
そ
の
も
の
で
あ
る
。

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
レ
ン
ガ
造

と
い
う
独
特
の
表
情
に
加
え
、
映
画

や
ド
ラ
マ
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の

影
響
に
よ
り
、
多
く
の
市
民
に
親
し

ま
れ
て
き
た
建
物
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
様
々
な
思
い
と
共
に
、
横
浜
の

記
憶
と
し
て
強
く
心
に
刻
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
市
民

の
様
々
な
思
い
、
願
い
は
ど
こ
を
向

い
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
敏
感
に
感

じ
、
意
識
し
な
が
ら
計
画
に
携
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
都
市
の
記
憶
と
し
て
人
々
の
心
に

刻
ま
れ
る
の
は
、
建
築
だ
け
で
は
な

い
。
様
々
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
も
強

く
心
に
刻
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
東

京
の
表
参
道
を
毎
年
十
二
月
に
彩
っ

て
い
た
銀
杏
並
木
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
、
一
昨
年
を
最
後
に
終
了
し

た
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
思
い
出
が

記
憶
と
共
に
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な

寂
し
い
思
い
が
し
た
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
様
々
な
事
情
が

あ
っ
て
の
終
了
で
あ
ろ
う
が
、
何
か

記
憶
を
つ
な
ぐ
方
法
が
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
昨
年
九
月
、
新
港
地
区
は
街
開
き

を
迎
え
た
。
人
気
の
な
い
「
た
だ
の

工
事
現
場
」
で
あ
っ
た
地
域
か
ら
、

人
が
あ
ふ
れ
、
賑
わ
う
「
生
き
た
ま

ち
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
瞬
間
だ

っ
た
。
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
も
平
成
十
四

年
の
オ
ー
プ
ン
を
控
え
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
こ
の
地
区
で
は
、
様
々
な
場

面
が
人
々
の
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
く

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
記
憶

は
、
横
浜
と
い
う
都
市
の
記
憶
と
し

て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
そ
の
他
多
く
の

記
憶
と
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
る
こ
と

で
、
次
第
に
街
に
対
す
る
愛
情
へ
と

醸
成
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
過
程

を
演
出
す
る
た
め
に
、
自
分
に
何
か

　
で
き
る
か
。
日
々
考
え
な
が
ら
、
職

　
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
あ

　
る
。

あ
と
が
き

　
調
査
課
で
は
、
毎
年
、
市
民
意

識
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度

調
査
で
は
、
『
今
の
生
活
に
満
足

し
て
い
る
』
と
答
え
た
人
の
割
合

は
、
長
期
的
に
上
昇
傾
向
の
中
で

七
三
・
八
％
に
達
し
て
お
り
、
国

民
生
活
選
好
度
調
査
（
経
済
企
画

庁
）
の
結
果
が
、
下
降
傾
向
の
中

の
四
四
・
二
％
な
の
と
好
対
照
で

あ
る
。
ま
た
、
横
浜
の
イ
メ
ー
ジ

を
「
良
い
」
と
感
じ
る
人
の
割
合

は
九
一
・
七
％
と
非
常
に
高
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
結
果
に
油
断
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
他
都
市
か
ら

転
居
し
て
間
も
な
い
市
民
、
市
境

近
く
に
住
む
市
民
か
ら
は
「
横
浜

は
イ
メ
ー
ジ
先
行
」
と
い
う
評
価

も
も
れ
聞
こ
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
今
後
、
地
方
分
権
の
本
格
化
と

情
報
公
開
の
進
展
に
よ
っ
て
、
税

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
都
市
の

様
々
な
差
が
顕
在
化
し
、
住
民
が

そ
の
差
を
比
較
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
る
。

　
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

た
め
に
は
、
財
源
が
必
要
で
、
つ

ま
り
は
市
内
経
済
が
活
発
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
二
十
一
世
紀
、

果
た
し
て
横
浜
は
、
選
択
さ
れ
る

魅
力
と
経
済
力
を
備
え
て
い
る
こ

と
が
可
能
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、

今
回
の
特
集
テ
ー
マ
設
定
の
理
由

で
あ
っ
た
。

　
ハ
マ
つ
子
気
質
に
つ
い
て
ふ
れ

る
と
き
の
「
開
港
以
来
の
進
取
の

気
性
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
今
、

雑
誌
で
も
よ
く
見
か
け
る
。
も
し

か
し
た
ら
、
市
が
発
信
元
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
個

人
的
に
は
、
そ
ん
な
気
概
の
あ
る

市
内
企
業
は
、
最
近
は
、
ご
く
少

数
だ
と
感
じ
て
い
る
。
時
代
の
転

換
点
と
言
わ
れ
る
現
在
、
企
業

（
今
後
の
起
業
も
含
む
）
、
そ
し
て

職
員
の
私
た
ち
も
、
も
う
一
度
こ

の
気
持
ち
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
平
野
Ｖ

お
詫
び
と
訂
正

調
査
季
報
一
四
一
号
「
自
治
体

に
お
け
る
合
意
形
成
」
三
ペ
ー

ジ
家
田
仁
氏
の
経
歴
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

お
詫
び
す
る
と
同
時
に
訂
正
致

し
ま
す
。

（
誤
）
日
本
国
有
鉄
道
、
東
日
本

旅
客
鉄
道
勤
務
を
経
て
昭
和
六

十
二
年
か
ら
東
京
大
学
へ
。

（
正
）
日
本
国
有
鉄
道
を
経
て
昭

和
五
十
九
年
か
ら
東
京
大
学
へ
。
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●
第
1
3
9
号
〈
一
九
九
九
年
九
月
〉

特
集
・
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考

１

コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
イ
原
論

２
　
座
談
会
・
横
浜
市
と
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

倉
田
直
道

内
海
宏
・
加
川
浩
・
小
玉
亮
子
・
浜
野
四
郎
・
南
学

３
　
成
熟
都
市
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略

①
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
交
通
機
関

考
え
る

④
都
市
自
然
と
の
共
生
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

●
第
1
4
0
号
〈
一
九
九
九
年
十
二
月
〉

特
集
・
多
様
化
す
る
教
育
環
境
と
社
会

１
　
子
育
て
・
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
現
状
と
今
後
の
方
向
性

汐
見
稔
幸

両
角
英
之

斉
藤
一
弥

佐
々
木
孝

松
浦
淳

永
田
實

本
間
勇
人

●
第
1
4
1
号
〈
二
〇
〇
〇
年
三
月
〉

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
～
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
中
心
に

１
　
鼎
談
・
な
ぜ
、
合
意
形
成
か
～
そ
の
時
代
背
景
と
あ
り
方

２
　
都
市
施
設
と
合
意
形
成

①
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り

山
本
文
雄
・
浜
野
四
郎
・
杉
山
正
美

②
計
画
レ
ベ
ル
の
住
民
参
加
の
一
考
察

③
施
設
建
設
計
画
の
あ
り
方
と
説
明
責
任

～
北
部
方
面
斎
場
建
設
事
業

３
　
地
域
施
設
の
建
設
・
運
営
と
合
意
形
成

①
神
奈
川
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
～
市
民
参
加
に
よ
る
施
設
整
備
か
ら
事
業
運
営
へ

山
本
文
雄

編
集
部

松
山
弘
子
・
赤
荻
道
子
・
川
口
宏
・
宮
川
雄
三

②
使
え
る
洋
館
・
体
験
で
き
る
洋
館
「
山
手
２
３
４
番
館
」

大
野
裕
子
・
五
島
哲
夫

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利
用
と
合
意
形
成
～
神
大
寺
地
区
セ
ン

タ
ー
と
神
奈
川
区
区
民
利
用
施
設
協
会
の
取
組

④
新
治
市
民
の
森
の
愛
護
会
づ
く
り

　
～
地
権
者
と
利
用
者
の
合
意
形
成

牧
野
迪
代
・
深
沢
啓
子

田
並
静

⑤
重
症
心
身
障
害
者
の
通
所
施
設
「
朋
」
の
運
営
と
ま
ち

～
地
域
資
源
と
し
て
の
障
害
者
施
設

編
集
部

４
　
合
意
形
成
を
支
え
る
地
域
運
営
の
し
く
み

①
行
政
と
地
域
活
動
団
体
と
の
新
た
な
関
係
づ
く
り

　
～
保
土
ヶ
谷
区
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
－
鈴
木
隆

②
区
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
～
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

　
区
プ
ラ
ン
の
策
定
を
契
機
と
し
て

武
井
伊
織
・
鴇
田
傑
・
斎
藤
直
子
・
小
西
真
樹

③
身
近
な
地
域
社
会
の
合
意
形
成
の
土
壌
を
耕
す

坂
田
弘
太
郎
・
大
野
木
秀
子
・
白
川
修
己
・
村
上
佳
江
・

加
藤
隆
章
・
小
林
康
夫
・
関
口
昌
幸

５
　
横
浜
市
に
お
け
る
様
々
な
合
意
形
成

新
鮮
力
／
横
浜
の
元
気
を
受
け
継
い
で

編
集
部

山
本
有
紀
子

３
　
子
ど
も
の
教
育
環
境
と
そ
の
変
化
へ
の
対
応

①
子
ど
も
た
ち
の
今
～
青
少
年
基
本
調
査
よ
り
～
―
渋
谷
和
生

②
デ
ー
タ
で
見
る
学
校
教
育

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
部
企
画
課

③
変
わ
る
教
育
観
と
「
ゆ
め
は
ま
教
育
プ
ラ
ン
～
「
ま
ち
」
と
と

も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
」

４
　
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
へ
の
取
組
み

①
『
ひ
ら
か
れ
た
学
校
・
大
岡
』
の
取
組
み
～
子
ど
も
、
家
庭
・

地
域
、
教
職
員
で
創
る
新
し
い
学
校
の
姿
～

②
ま
ち
と
共
に
歩
み
自
分
が
輝
く
ク
ラ
ブ
活
動
～
子
ど
も
の
存
在

を
最
優
先
す
る
学
校
づ
く
り
～

③
緑
園
都
市
ス
ク
ー
ル
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
～
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
の
活
用
～

５
　
多
様
化
す
る
教
育
環
境

①
多
様
化
す
る
教
育
対
応
シ
ス
テ
ム
～
横
浜
の
先
駆
性
と
そ
の
後

を
踏
ま
え
て
～

②
私
立
中
高
一
貫
校
の
表
現

６
　
座
談
会
・
教
育
が
変
わ
り
、
社
会
が
変
わ
る

②
新
た
な
国
土
計
画
と
横
浜
の
戦
略
的
都
市
づ
く
り

佐
藤
正
治

②
中
心
市
街
地
の
活
性
化
～
商
店
街
か
ら
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
へ

秋
元
康
幸
・
小
沢
朗
・
長
谷
川
創

③
生
活
福
祉
と
住
ま
い
ま
ち
づ
く
り
～
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
か
ら

岡
田
朋
子
・
続
橋
宏
昭
・
宮
里
辰
男
・
宮
澤
好

⑤
地
域
特
性
に
対
応
し
た
事
業
の
あ
り
方
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合

大
木
節
裕
・
竹
前
大

⑥
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
共
通
要
素

山
口
健
太
郎

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
横
浜
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
～

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
市
民
の
目
か
ら
見
た
区
役
所
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
と
そ
の
改
善
～
都
筑
区
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～

新
鮮
力
／
2
1
世
紀
・
横
浜
開
化

中
村
聡
ほ
か

喜
多
麻
子

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
Ｈ
Ｃ
ス
ケ
ッ
チ
～
地
域
に
お
け
る
健
康
づ

調
査
＆
政
策
研
究
／
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
～
施
策
研

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
戦
力
／
生
ま
れ
る
選
択
肢

清
水
誉

小
西
真
樹
・
武
井
伊
織
・
鴇
田
傑
・
斉
藤
直
子

都
市
づ
く
り
の
「
視
点
」
の
重
層
化
に
関
し
て

桐
原
隆
・
倉
知
秀
朗
・
綱
河
功
・
田
並
静
・
藤
井
毅 土

井
一
成

①
分
権
時
代
の
都
市
経
営
～
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
背
景

八
幡
準

４
　
コ
ン
パ
ク
ト
化
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

・
飛
鳥
田
充
・
松
本
ま
り
・
齊
藤
春
恵
・
今
市
尚
子

く
り
の
拠
点
の
姿
を
考
え
る

補
助
金
と
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費
か
ら
考
え
る

２
　
教
育
改
革
～
そ
の
変
革
の
視
点
－
寺
脇
研
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丹
羽
健
夫
・
浅
井
経
子
・
浜
野
克
彦
・
岡
本
勝
利
・
南
学

家
田
仁
・
卯
月
盛
夫
・
金
田
孝
之

究
会
リ
ポ
ー
ト
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